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１．はじめに  

 

 

海運界において、国土交通省、海運会社、海事関連団体、海事教育機関な

どの海事分野における産・官・学が「社会ニーズに応えうる優秀な海事技術

者の育成のあり方」について検討を行い、平成 24 年 3 月に、「日本人船員

の確保・育成に関する検討会報告」（以下、検討会報告）をまとめ、新たな

海事技術者に必要な資質と知識・技能に基づく海事教育内容の見直し、並び

に海運業界と連携した海事教育の推進などが提言された。加えて、この検討

会報告では、船舶の機関及び操船に関する基礎的な知識・技能、船舶の業務・

生活への適応力の必要性も指摘されている。 

  

本サブプロジェクトでは、これらの知識・技能を身につけ、船舶の業務・

生活に適応できる高度な知識・技能を有する海事技術者の育成方法の改善を

目指し、5 高専・商船学科が船主協会、全船協、全日海、国船協と協働して

機関系、航海系及び共通教科教材の開発、教材の電子化の推進に取り組んだ。 

  

具体的には、日本の海事教育においては教科書等の教材不足が課題となっ

ており、特に、15 歳から 20 歳の高専・商船学科学生に適合した教材の不足

は強く指摘されている。そこで、新たな海事技術者に不可欠な知識・技能と

して求められている船舶の機関・操船等に関する基礎的な知識・技能を、15 歳

から 20 歳の高専・商船学科の学生に確実に教授するために必要な教材の開

発を行い、「マリタイムカレッジシリーズ」として英語をはじめとする共通

科目、電気、力学、船舶工学などの専門科目の教科書あわせて9冊もの刊行を

果たした。また、海事教育においては航海実習等の机上の学習ではないフィ

ールド・現場での体験授業の機会が多い。これらの航海実習等における教科

書等の活用、教室における教科学習との連携の不足が指摘されている。そこ

で、5 高専・教員、出版社の協力を得て、このプロジェクトにおいて教科書

等の電子化を7冊行った。 

 

これら教材開発に加わった5高専の教員らの念頭にあったのは、商船学科学

生の海技試験合格者数のアップであり、ひいては海上職就職率を高めること

にあった。その結果、このプロジェクト中においても５高専合計で海技試験

合格者は２級で2～30名から50名に、１級で10名から20名に増え、海上就職率

も6～7割だったものが、7～8割に届くまでに改善をみた。  
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２．教科・教材の開発手順 

 

 

  
 

 

 図に出版までのフローを示しています。 

図 出版までのフロー 
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・５つの商船学科の同分野の教員が教科書チームを構成します。 

 

・編集会議を WEB TV 会議システムで開き、教科書の章構成や執筆担当を決めます。

編集幹事も決め、出版までのタイムチャートを話し合います。 

 

・出版原稿は下図に示すような、drop box（共有フォルダー）を本プロジェクトで

借り上げ、ユーザー名、パスワードにてプロジェクトに関わる教員だれでも書き込

め、修正できるストレージインフラを用います。 

 

・タイムチャートに沿って、執

筆、校正を繰り返し、教科書の

体裁を整えていきます。この間、

約３か月を要します。 

 

・高専学生向けということで、

図、表、写真を多く用いました。

用いた図、表、写真の著作権の

許諾を関係者から取り付け、出

版社とも慎重に相談を重ねます。 

 

・最後に出版社を交えて、執筆

者が一同に対面で集まり、執筆

最終会議を大阪で持ちます。そ

こでは、互いの原稿を読み合わ

せ、書きぶりやページ数の調整、

表紙デザインについても話し合

います。 

 

・出版時の契約は、「初版（部

数は出版社判断）は無印税で著

者買い取りなし、重版以降は本 

            体価格の 10％印税とする。」と 

しました。 

 

・各執筆者は、初稿ゲラを校正し、索引語句を選択します。なお、各校、次年度の

教科書選定は１２月ごろとなります。この時期に刊行するか、少なくとも新刊本の

出版社案内の配布まで漕ぎつくことで、次年度の教科書として採用します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

図 原稿共有ストレージとして dropbox の利用 
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３．開発した教科書の一覧 

 

年
度

刊行年月
(予定)

表 紙 書名(〇：電子書籍化） 概要

平
成
２
４
年
度

平成25年2月 〇Surfing English

ハワイ州カウアイ・コミュニティ・カレッジの先生と学生の協力の
もとに作成された、10日間で集中的に中学校で学んだ英文法が復習
できるテキスト。添付CDに収録されたサーフィンを中心にハワイの
海や文化を題材としたストーリーを聞きながら楽しく学べる。

平成26年3月
〇船の電機システム
～マリンエンジニアのための電気
入門～

船舶運航に必要な電機システム、電気工学技術について、海技士国
家試験に出題される内容を中心に解説。なるべく計算式を省き、図
解により初等機関士として最低限必要な電気工学の知識が得られ
る。電気工学の基礎から電気技術応用まで、幅広い内容が網羅され
ており、機関士として乗船勤務した際にも活用できる。

平成26年3月 〇商船学の数理基礎と応用

商船学を学ぶ学生が専門科目を理解する上で必須となる数理の基礎
事項について、一般科目の数学や物理の内容を補完し、関係する部
分を一貫して取り扱うことにより理解を深めることができるテキス
ト。最も重要な三角関数、ベクトル、物理単位の換算に重点を置く
とともに、応用として、船舶の運動、振動現象などを解説。

平成26年9月
〇エクセルで試してわかる，数学
と物理

エクセルを使った数学や物理の勉強法を一冊にまとめた。CHAPTER
1ではエクセルの使い方について基本から学ぶ。CHAPTER 2ではエク
セルを利用しながら数学を、CHAPTER 3では物理を理解できる。
CHAPTER 4では商船学に関する専門的な問題をエクセルを活用して
解決する例を紹介。将来の研究や仕事などにも役に立つ豊富な内
容。

平成27年3月 〇Navigating English

商船系教育機関で学ぶ若者を主な対象として、仕事／海／英語を
キーワードに、①海や船に関する仕事を英語で表現できるようにな
る、②英語を使って世界の人々とコミュニケーションする力を伸ば
す、③英語学習を通じて仕事や生き方が見えてくる、という目標を
掲げて編集されている。英語音声をHPから自由にダウンロードでき
る。

平成27年8月
〇1･2級海技士
はじめての英語指南書

1級・2級海技士資格試験の英語科目において妥当な和訳をするため
の基礎的な手法や海事専門用語の解説などを演習しながら学ぶ。

平成27年10月
〇船の電機システム
［ワークブック］

船の電機システム ～マリンエンジニアのための電気入門～ の演習
ノートであり、豊富な演習課題により、電気に関する知識・技術の
定着を促す。

平成28年3月
Let's Enjoy Maritime English
（海事英語セミナー）

当直、操舵号令、VHF,エンジントラブル等のIMO Maritime English
に準じた海事英語事例を紹介、解説するとともに、DVDなどにより
耳からの定着を目指す海技士に役立つ教材。

平
成
２
８
年
度

平成28年12月 これ一冊で船舶工学入門
船の基礎知識、船の歴史、船を学ぶための工学基礎、船舶算法、船
体抵抗、船の推進、船の構造・強度等を図説し、計算事例を解説す
る。

平成29年4月 初めての船しごと
これまでの教科書等にはなかった写真を多用し，動作等の説明も分
りやすく，学生の自学を手助けし，また教員の指導書としても利用
できるよう心がけた。

平成29年7月 航海当直ハンドブック
校内練習船・大型練習船での船橋当直や新米三等航海士の航海当直
における指南書として，現場での利用を想定して出港から入港まで
を分りやすく解説。

平成29年9月
船用ディーゼル推進
プラント工学入門

世界の貿易輸送量のほとんどを占める海上輸送においては船舶推進
用及び発電用原動機として，ディーゼル機関の使用が大勢を占めて
いる。本書では，船舶推進用ディーゼル機関を対象に，推進装置
（プロペラ及び軸系）を含んだプラントシステムについて解説し，
体系的に理解できるように構成し，初学者にもわかりやすい入門書
になっている。

平
成
２
９
年
度

平
成
２
７
年
度

平
成
２
５
年
度

平
成
２
６
年
度
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４．教科書アンケートと様式 
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５．各教科書（マリタイムカレッジシリーズ）の概要とアンケート結果 

 
①「船しごと、海しごと。」 

 

 [読者への編集幹事からのメッセージ] 

 

中学生が「イメージできる」職業には一定の傾向があるようです。

日本労働研究機構中学生・高校生の職業認知』（2001 年）では，（1）

中学生が日頃直接目にしたり関わることのある職業，（2）以前から

憧れの職業として挙げられることの多い職業，（3）ここ数年のマス

コミの影響によってより広く知られるようになった職業が「イメー

ジできる」職業の上位にランキングされていると説明されています。  

船で働く海上職はどうなっているでしょうか。「イメージできない」

率は，中学生の場合（男女計），424 の職業のうち，船員が 12．9％

で 317 位，船長・航海士が 13・0％で 318 位，船舶機関士が 33・1％

で 171 位となっています。ただ船長・航海士の場合には，男子だけ

で見ると，「知りたい」率は 30．1％で 28 位，「やってみたい」率は

18.2％で 22 位と，上位 30 位以内に入っています。 

 

船員という職業は，何となく「イメージできる」ものとなっているようです。しかし，日本

人船員数は，2006 年 10 月段階で約 7．7万人しかいません。このうち，内航（国内航路）船員

は約 3．0 万人であり，外航（外国航路）にいたっては 2650 人を数えるのみです。商船に乗り

組んでいる船員が身近な存在となっている中学生は，ごく少数でしかないのです。ですから，

前述の（l）には間違いなく該当しません。（2）や（3）についても，現在ではあてはまらない

ように感じているのですが，さて，如何でしょうか。 

 

本書『船しごと，海しごと。』は，船の仕事について知りたい，やってみたいという欲求に応

える本です。船や海にまつわる話を，そして，「海を舞台に船舶職員として働く」ための道筋を

系統立てて示してあります。具体的には，航海士・船長・機関士・機関長といった船舶職員と

なることへの誘いです。読んでいただければ船の仕事はもちろん，海運がどういったものか，

正確にはっきりと「イメージできる」ようになります。海運が社会的に重要な役割を担ってい

ることにも気がつくはずです。船に興味・関心を持っている一般の方々や船に乗って働くこと

を希望している中学生にぜひ読んでいただきたい，そう思っています。 

ただわれわれが主な読者として想定しているのは，全国に 5 校ある商船高等専門学校（商船

高専）の商船学科の学生たちです。富山商船高専副校長の遠藤真教授の示唆を受け，商船学科

1年の学級担任を務めていた私が企画原案をこしらえたのが2007年の秋。弓削の山尾徳雄教授，

鳥羽の宮林茂樹教授とともに目次案を策定しました。そして，5 校の教員が参画する編集委員

会が立ち上がり，週 1回設定されているロングホームルームで活用できる《キヤリア教育読本》

をつくることが合意されました。 

 

第 1 講から第 6講は，1年生 第 7講から第 12 講は 2年生，第 13 講から第 16 講は 3年生が

利用することを念頭に置いて，構成・執筆されています。今後の「身の振り方」についての見

取り図を自分なりに描いてもらうための題材を提供しています。第 17 講から第 20 講は，4 年

生が就職活動を行う際に活用できるようになっています。「先輩からのメッセージ」編は，進路

選択の参考となるだけでなく，読み物としても充実していて，読んで元気になる文章ばかり並

んでいます。卒業生がさまざまな場所で活躍していることや，船で働くことの愉しさをきっと

感じてもらえるはずです。 

編集作業や執筆を進めるなかで，不特定多数の方に読者となってもらおう，商船学科の良さ

や船の仕事の大事さを多くの人に知ってもらうための書物にしよう，との声が高まってきまし

た。こういった意見を踏まえ，企画の骨格を維持しながら，また，商船学科の学生が主対象読
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者であることを基本としつつ「面白くてためになる」書物に仕立て上げることとなりました。 

船の仕事に興味を持っている方はもちろん，広く一般の方々に読んでいただけるものになっ

たと，ひそかに自負しております。中学生や中学校の先生方に読んでいただき，船の世界や商

船学科に興味を持ってもらえたなら，これにまさる喜びはありません。 

出版に際しては，本当に多くの方に支えていただきました。 

最後ではありますが，献身的にご協力いただいた卒業生や商船高専各校教職員のみなさま，

表紙デザインと本文 DTP を担当してくださった正村史郎氏と松崎祐子氏，全般にわたってご配

慮いただいた海文堂出版編集部の岩本登志雄氏に感謝申しあげつつ，擱筆させていただきます。 

 

[教科書のもくじ] 
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②「はじめての船上英会話」 

 

 [読者への編集幹事からのメッセージ] 

 

他の伝統的海運国と同様に，日本の海運企業がコントロールする

船舶のほとんどは，日本人船員と外国人船員との混乗あるいは外国

人船員のみで運航されている。このような状況のなか，日本人船員

には運航技術のみならず海上および陸上において管理者としての役

割が求められており，リーダーシップ，マネジメントなどの資質に

加え，多文化，多言語環境にて業務を適切に実行するための英語コ

ミュニケーション能力が必要不可欠となっている。このため，海事

教育訓練機関ではコミュニケーション能力向上に重点を置いた海事

英語訓練を行う必要性が高まっており，商船高等専門学校において

も，全国 5 校の連携により各校の練習船実習に英語コミュニケーシ

ョン訓練を導入した「英語による乗船実習」プログラムが平成 19 年

度から実施されている。学生は‘‘英語を通じて船舶運航に必要な基礎技術の訓練をおこない’’，

それが結果として“練習船実習を通じて海事英語を学ぶ”こととなる。このような海事英語訓

練プログラムは CBI（Content－Based Instruction）の実践として着実に成果を上げつつある。 

本書は，「英語による乗船実習」プログラム用に作成された 5 商船高専共通の英語フレーズ集

を基に，練習船実習に必須の海事語彙および船内コミュニケーションフレーズをまとめたもの

である。実践的英語コミュニケーション能力の向上のためには，語彙，フレーズなどの導入（イ

ンプット）に加え，マルチメディア教材などを用いた自己学習，さらに実践的活動（アウトプ

ット）を組み合わせた，いわゆる Blended Learning が重要であるが，本書および付属 DVD が授

業，自習，実習のいずれの学習形態においても活用されることを期待したい。 

 

 [教科書のもくじ] 

 

はじめに ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3 

本書と付属 DVD の構成と利用法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4 

Part I－General（一般） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11 

Section 1  Onboard life（船内生活）Unit 1  Formation（整列） ・・・・・・  12 

Unit 2  PA announcement（マイク放送） ・  15 

 

PartⅡ－Navigation（航海） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  19 

Section l  Maneuvering stations（航海部署） Unit 3  Station（部署配置） ・ 20 

Unit 4  Station for leaving port（出港部署）・ ・・・・・・・・・ 23 

Unit 5  Station for entering port（入港部署）・・ ・・・・・・・・ 27 

Unit 6  Station for leaving anchorage（抜錨部署）・・・・・・・・  31 

Unit 7  Station for anchoring（投錨部署）  ・・・・・・・・・・・36 

Unit 8  Machinery operation（機器等運転） ・・・・・・・・・・・・40 

Section 2  Bridge watch keeping（船橋当直） 

Unit 9   Wheel order（操舵号令） ・・・・・・・・・・・・・・・  44 

Unit 10  Own ship’s navigational condition（自船の航海状況） ・ 47 

Unit 11  Traffic condition（周囲船舶の状況） ・・・・・・・・・・50 

Unit 12  Weather（気象） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・54 

Unit 13  Course alteration（変針） ・・・・・・・・・・・・・・・58 

Unit 14  Handing over watch duties（当番の交代） ・・・・・・・・60 

Unit 15  Briefing on watch handover（当直の引継ぎ） ・・・・・・ 62 

 

PartⅢ－Engineering（機関） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・65 
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Section l  Engine operation（機関運転）  

Unit 16  Engine order（機関号令） ・・・・・・・・・・・・・・・・・66 

Unit 17  Preparation for the main engine operation（主機運転準備）・ 68 

Unit 18  Starting and testing the main engine（主機始動，試運転）・・ 72 

Unit 19  Maneuvering of the main engine（主機の増減速） ・・・・・・74 

Unit 20  Stopping the main engine（主機停止，終了作業） ・・・・・・76 

Unit 21  Operation of generators（発電機運転） ・・・・・・・・・・ 78 

Unit 22  Operation of auxiliary machinery（補機類の運転） ・・・・・80 

Section 2  Engine room watch keeping（機関室当直）  

Unit 23  Monitoring Operational condition of machinery  

（運転状態の監視）  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 83 

Unit 24  Main engine revolutions and fuel consumption                  

  （主機回転数，燃料消費） ・・・・・・・・・・・・・・・・  87 

Unit 25  Briefing on watch handover（当直の引継ぎ） ・・・・・・・  89 

 

Part Ⅳ－Maritime communication（海上通信） ・・・・・・・・・・・・・・・・  93 

Section l  VHF communication（VHF 通信） 

Unit 26 Communication with a VTS center（VTS センターとの通信）・・・ 94 

Unit 27 Communication with other vessels（他船との通信） ・・・・   98 

 

Part V－Safety（安全） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  101 

Section l  Onboard safety（船内安全） 

Unit 28 Safety instructions（安全上の指示） ・・・・・・・・・・・ 102 

Section 2  Drill（操練） 

Unit 29  Abandon ship station drill（総員退船部署操練） ・・・・・ 105 

Unit 30  Fire station drill（防火部署操練） ・・・・・・・・・・・ 108 

Unit 31  Person overboard station drill（救助部署操練） ・・・・・ 112 

Communication phrases および Dialogue の日本語訳  ・・・・・・・・・・・・・ 115 

語彙一覧 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・153 

 

 [執筆者一覧等] 

 

富山商船高等専門学校 船長：横井 幸治、一等航海士：橋本 心太郎 

鳥羽商船高等専門学校 船長：鈴木 秀司、一等機関士：大野 伸良 
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広島商船高等専門学校 一等航海士：清田 耕司、一等機関士：藤井 誠 

大島商船高等専門学校 一等航海士：本木 久也、一等機関士：杉本 昌弘（編集責任者） 

 

協力者 

 

富山商船高等専門学校 英語講師：クーパー・トッド（英語音声録音） 

全日本海員組合    中山 馨（イラスト制作） 

大島商船高等専門学校 商船学科：清水 美貴、鐘ヶ江雅子（アニメーション制作） 
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３：どちらとも 

２：あまり 

１：まったく 
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③「船舶の管理と運用」 

 

 [読者への編集幹事からのメッセージ] 

 

1970 年～1980 年代当初，船員という仕事の達人が私たちの身近に

数多くいた。1982年の船員統計によれば日本人外航船員は3.3万人，

日本人船員だけで運航していた日本船籍外航船は約 1000 隻存在して

いた。昭和の歌謡曲には船員をイメージした曲がいくつもあり，子供

たちが熱中して見ていたアニメのなかには主人公のお父さんを「船長

さん」と設定していたものもあった。 

 

現在，日本船籍の船でさえ，外航船は外国人船員との混乗が当たり

前になっている。2010年のデータでは，日本人外航船員は約2260人，

日本人が乗船している日本船籍外航船は約 120 隻となった。平成に入

り，船員をイメージできる J－POP も存在しないだろう。 

船員の仕事も，これまでの「海の男」というイメージから「高度にシステム化された巨大輸

送プラントのオペレーター」に変貌した。船長はこの巨大プラントの総合マネージャー的役割

を担っているのである。 

 

これまで商船高専・商船学科の専門科目の教科書は商船系大学の先生が執筆した図書を使用

することが多かった。優良図書もたくさんあった。しかしそれらは，現代の商船高専や海上技

術短期大学校の学生にとって，説明が難解なものとなりつつある。そこで私たちは，商船高専

や海上技術短期大学校の学生向け，または社会人となった新人海上職の技術者用の基礎図書を

提供したいと考えた。この入門書によって，何よりもまず，船の仕事に興味を持ち，海のこと，

船のことを好きになってほしい。 

 

2 年前に本書を企画し，目次案と執筆方針を書き留めた。その後，商船高専の航海コース教

員 10 名に加えて清水海上技術短期大学校の航海系教員 2 名が参画し，12 名体制で分担執筆し

た。これまでの教科書は，最低限の専門知識を持った動機付けのある学生・社会人技術者を対

象としたものが多かった。しかしながら，現代の学生は，船舶についての意識レベルが必ずし

も高いわけではない。もちろん，この意識レベルは学生の優秀さと直接の関係はない。30年前

のような船員がたくさんいた時代ではなくなり，学生たちが船を身近に感じられなくなったこ

とが原因であろう。そこで本書では，船に親近感を持つことができるように，写真と図を多用

し，学生の視点に立った分かりやすい内容・表現を心掛けた。 

 

本書は三部構成となっている。第一部はCHAPTER lと2である。海上輸送技術の意義や役割，

そして船の歴史を導入用にまとめている。基礎知識として役立ててほしい。 

第二部は CHAPTER 3～6 である。この 4 つの章は本書の基幹を成しており，商船運航技術者

が押さえておくべき基礎的な内容を厳選して取り上げている。すなわち，3 級海技士（航海）

に不可欠な内容である。 

最後の第三部は CHAPTER 7～9 であり，船舶の管理と運用をより深く学ぶために，船舶の性

能，操船に関してまとめた。 

 

今後，商船高専の教員各位が協力し，マリタイムカレッジシリーズとして商船高専・海上技

術短期大学校レベルの教科書を海文堂出版から発行していきたいと考えている。期待してほし

い。シリーズ第一弾である本書が船員を目指して入学してきた学生諸君の勉学の道標となり，

また，新人海上職の技術者が船舶運航の基礎知識を習得する助けになれば幸いである。 

最後になったが，出版に際して，多くの同志に支えていただいた。この紙面を借りてお礼申

し上げたい。また，全般にわたってご指導いただいた海文堂出版編集部の岩本登志雄氏に深く

感謝申し上げる。 
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④「Surfing English」 

 

 [読者への編集幹事からのメッセージ] 

 

日本の Maritime College で勉強するみなさんにこの本をお届けで

きることを心からうれしく思います。 

 

［海という異文化］ 

 

Maritime College で勉強するみなさんなら，海と陸がとても違う世

界であることをよく知っていると思います。陸上の生き物が海の世

界に入っていくためには，新しいスキルや能力を身につけないとそ

こで生きていくことができません。つまり陸の世界に生きるものに

とって，海という「異文化」では，陸での「あたり前」が通用しな

いのです。そんな異文化に入っていくために人間が習得してきたの

は，「泳ぐ」というスキルであり，また船造りという技術であり，海上で行く先を見いたすため

の航海術だったのではないでしょうか。 

 

［英語という異文化］ 

 

私たちが話す言語も，私たちにとって「あたり前」の世界を構成し，私たちの思考や，人と

の関係，世界の見方を形づくります。私たちの母国語である日本語は私たちにとって空気と同

じくらい自然で，私たちと切り離すことができない存在です。日本語話者が英語を学ぶという

ことは，陸に住むものが海という「異文化」へ入っていくのと同じように，慣れ親しんだあた

り前が通用しない「異文化」の世界に入っていくことなのです。 

［新しいものを学ぶときに大切なこと］ 

このように，まったく新しい何かを学ぶ際にもっとも大切なこと。それは何だと思いますか？ 

みなさんがこれまで何か新しいことを学んだときを思い出してみましょう。例えば，自転車。

みなさん，どうやって自転車に乗れるようになりましたか？また何か新しいスポーツを始めた

とき，みなさんはどうやってそのスポーツをできるようになりましたか？答えは，みなさんも

ご存知の通り「練習」ですね。もちろん語学を習得するためには，単語を覚え，基礎となる文

法を頭を使って理解し勉強する必要があります。でも実際に使えるようになるためには，自転

車やスポーツ同様，体で覚えなくては，なかなか身につきません。 

少なくとも中学校で,すでに 3年間英語を勉強してきたみなさんは，英語に関する「知識」は

すでに十分に持っています。これから大切なのは，その持っている「知識」を「使える能力」

へと変えていくことです。 

この本は，中学校から高校 1 年までの間に学ぶ英文法を，海に関するトピックを使って復習

しながら，これまで学んだ知識を，海を舞台に，「使える能力」へと変えていけるように構成さ

れています。 

［Kauai Community College とのコラボレーション］ 

この教科書はハワイ州カウアイ島にある Kauai Community College（KCC）という大学の先生

や学生の協力のもと作成したものです。ここに掲載されているストーリーや写真のほとんどは

彼らの作品です。豊かな海洋文化を持つハワイの伝統や歴史，そしてそこで生活する人々のス

トーリーを通して，英語を楽しく学んでいきましょう。 

また，CD に収録されている音声は KCC の先生と学生によるものです。よく耳をすませると，

カウアイの鳥の鳴き声が聞こえてくるはずです。カウアイ島の音とともに英語を学んでいきま

しょう。 

“Surfing English’’― 体を通して，そしてわくわくしながら，英語という「波乗り」を楽

しんでもらえればうれしいです。 
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⑤「船の電機システム」 

 

 [読者への編集幹事からのメッセージ] 

 

本書はマリンエンジニア（機関士，海事関連技術者）を目指す学生を

対象に，船舶運航に必要な電機システム，電気工学技術について解説

した教科書である。航海士を目指す学生にとっては，乗船勤務時に役

立つ参考書になると考える。本書では，なるべく計算式を省き，図解

による学習ができるように配慮している。また，海技免状を取得する

ために必要な国家試験のための勉強ができるよう，海技士国家試験に

出題される内容を中心に解説している。 

 

この一冊があれば，初等機関士として最低限必要な電気工学の知識

が得られるように配慮した。そのため，電気工学の基礎から電気技術

応用まで，幅広い内容が網羅されている。機関士として乗船勤務した

際にも活用できる教科書，参考書を目指した。 

 

本書には演習問題を付けていないが，海技士国家試験を演習問題として利用し，解いてほし

い。本文中に❶❷❸と記号を付している部分が，海技士国家試験の出題内容である。❶❷に関

しては一級，二級海技士（機関）の筆記試験内容，❸に関しては三級海技士（機関）の口述試

験内容になっている。ぜひとも在学中に，一級海技士の筆記試験まで合格してほしいと考えて

いる。 

本書は，海技免状の取得を目的としているため，従来の電気工学や電気機器学といった出版

物と異なる部分がある。従来の電気機器学の教科書では，直流機（直流発電機，直流電動機）

から学ぶようになっているが，本書では直流機の解説は一切ない。これは，海技士国家試験に

出題されないためである。今回は普遍的な技術を中心に，海技士国家試験の出題内容，船舶の

電機システムに特化し，解説している。 

 

現在は，主機にディーゼルエンジンを用いて推進力を得る船舶が主流であるが，将来的には

ディーゼルエンジンが発電機用原動機になり，電動機で推進する電気推進船や，電機システム

を用いプロペラを介さない新たな船舶へと移行することも考えられる。半導体技術の進歩によ

って自然エネルギー，再生可能エネルギ一による発電，さらにはパワーエレクトロニクス技術

による電動機制御の高精度化，省エネルギー化，大電力化が期待されており・船舶で扱う電気

工学技術の重要性がさらに増していくことが予想される。その場合には，船舶における電機シ

ステムの占める割合が高くなり，電気工学技術の修得が重要項目になる可能性がある。そのと

きは，本書を最大限に活用してほしい。 

 

また，機関長，機関士としての職務を理解してもらうために，全日本船舶職員協会にご提供

いただいたコラムを読んで，将来の自分を想像してほしい。信頼される機関士として成長する

には何が必要か，この教科書を熟読して理解を深め，電機システム，電気工学技術に関する自

信をつけてもらいたい。執筆者一同，読者のみなさんが海技士国家試験に合格できるように，

また，将来は機関士として，さらには機関長として活躍してもらえるように，と思いながら本

書を執筆した。ぜひ，機関長，機関士として乗船し，日本経済を支え坦ってほしい。飛躍を期

待するとともに，本書がその一助になればと考える。 

 

 最後になりましたが，出版に際し，多くの同志に支えられました。また，全日本船舶職員協

会，川崎汽船，テラテック，JRCS，寺崎電気産業から貴重な資料，機器の写真などをご提供い

ただきました。厚くお礼申し上げます。また，刊行に当たり全般にご指導いただきました海文

堂出版の岩本登志雄氏に心より感謝申し上げます。 
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⑥「商船学の数理基礎と応用」 

 

 [読者への編集幹事からのメッセージ] 

 

本書は，商船学を学ぶ学生が専門科目を理解する上で必須となる

数理の基礎事項について，一般科目の数学や物理でカバーしきれて

いない点を補完でき，関係する部分を一貫して取り扱うことにより

理解を深めることができる教科書を目指した。小中学生の基礎学力

の低下が叫ばれて久しいが，各商船高等専門学校においても学校と

して，また学科として，低学年向けの補習授業などの取り組みが行

われている。本書は，五校の教員による指導の経験や資料を持ち寄

って構成してある。富山高等専門学校が実施した専門科目と一般科

目（理数系）の関連性の調査によると，最も重要となる項目は三角

関数，ベクトル，物理単位の換算などであることが明らかとなった。

CHAPTER l から 6まではとくにこれらに重点を置き，また，CHAPTER 

7 と 8 においては応用として，主に船舶の運動，振動現象などを解説する。一貫して，説明の

ための対象を精選し，入学直後の初学者が，将来勉学を深めてゆく商船学の方向性を意識でき，

また，基礎から無理なく学習を進めることができる平易な説明を行った。各章には例題を多く

配し，習得の助けとなるよう適切な練習問題をつけた。高学年になっても，各科目の教科書と

共に使い続けてもらえるなら，これに勝る喜びはない。なお，「1.12 関数電卓の使い方」の執

筆においてはカシオ計算機株式会社のご協力を頂いた。また，本書の出版に当たり，海文堂出
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⑦「エクセルで試してわかる 数学と物理」 

 

  [読者への編集幹事からのメッセージ] 

 

船を動かすには，多くの科学的な知識が必要です。船長は航法や船

体運動などについて，機関長はエンジンや電気機器などについて，よ

く知っていなければいけないでしょう。 

さらに，これからも科学の発達とともに，船も進化していくでしょ

うから，どんどん新しい知識も必要になってくることでしょう。ます

ます高度化していく海上輸送の担い手は，過去の知識だけでなく，未

来の技術へ対応していく柔軟な能力も，身につけておいたほうがよい

でしょう。 

しかしどのような科学技術であれ，数学の定理や，物理の法則によ

って，理解できるものばかりです。数学や物理の基礎を，しっかりと

理解した技術者なら，次々と登場してくる新技術も，すばやく吸収し

ていくことができるのです。いつも最先端の船で，ずっと活躍し続けることができるのです。 

ですから，船乗りを目指す商船学科の学生たちには，まずは数学や物理の勉強にがんばって

ほしいと思います。そして数学や物理が身につくよう，いまのうちに練習問題や実験実習に，

繰り返し取り組んでおいてほしいと願います。でも，練習問題は計算に時間がかかるし，実験

実習は失敗が怖いですよね。 

そこで，パソコンを使って問題を解いたり，パソコンを使って実験を試したりしてみてはど

うでしょうか。パソコンを使えば，筆算で手が疲れることもありませんし，操作を誤って怪我

をしてしまうこともありません。一人のときでも，何度でも，挑戦してみることができるので

す。 

そんなパソコンを使った数学や物理の勉強法の例を，この一冊にまとめました。5 つの高専

の教員たちが持ち寄った，商船学科の学生たちにぴったりの，とっておきの問題や実験ばかり

です。  

 

この本の CHAPTER 1 から CHAPTER 3 までは，情報処理の授業で活用されることを想定し，お

よそ 1節分の内容が 1 回分の授業に適量となるよう，工夫されたものになっています。 

CHAPTER 1 では，パソコン用の代表的な表計算ソフトである，エクセルの使い方について，

基本から学べるようになっています。パソコンに不慣れな学生も，レポートや論文などで幅広

くエクセルを活用できるようになるでしょう。 

CHAPTER 2 では，エクセルを利用しながら数学を勉強できるようになっています。三角関数

や連立方程式の計算法，微分と積分の意味，さらに多量のデータの統計的な分析法を，理解で

きるようになるでしょう。 

CHAPTER 3 では，エクセルを利用しながら物理を勉強できるようになっています。コンピュ

ータシミュレーションを納得いくまで体験することで，力学や電気工学，そして熱力学の重要

な法則を，理解できるようになるでしょう。 

そして CHAPTER 4 では，商船学に関する専門的な問題を，エクセルを活用して解決する例が

紹介されています。将来の研究や仕事などにおいて強力な味方になってくれるコンピュータの

有用性を，実感することができるでしょう。 

各章には練習問題も付属しています。身につくまで何度でも，繰り返しチャレンジできるよ

うになっています。パソコンは道具ですので，使い方を体で覚えることが大切です。数学や物

理も，問題解決のための道具のようなものですので，使い慣れることが大切です。 

 

この本の出版に際しては，たくさんの方々が協力してくださいました。末筆となりましたが，

各校の教職員の皆様と，海文堂出版編集部の岩本登志雄様に，厚くお礼申し上げます。 
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⑧「Navigating English」 

 

  [読者への編集幹事からのメッセージ] 

 

本書は，商船系高等専門学校で学んでいるみなさんのために，以

下の目標を掲げてつくられました。 

①海や船に関する仕事を英語で表現できるようになる。 

②英語を使って世界の人々とコミュニケーションする力を伸ばす。 

③英語学習を通じて，仕事や生き方が見えてくる。 

みなさんの多くは，いつか海や船に関する仕事につきたいと思っ

て日々学習や実習に励んでいるかもしれません。 

あるいは，本当にやりたいことは他にあると思っている人もいれ

ば，まだそれが見つからないという人もいると思います。そもそも

「働く」とか「仕事をする」ということが，まだピンとこないとい

う人もいるでしょう。 

 

しかし，海や船に関する仕事につこうと思っている人はいうまでもなく，将来どのような方

面に進むにしろ，現代では英語を使って自由にコミュニケーションする力が必要になっていま

す。 

 

本書を使って積極的に学ぶことで，英語という武器（あるいは道具）を獲得し，それぞれの

夢に向かって飛翔することができるでしょう。 

また海を舞台とした仕事について学ぶことで，働くことについて，異なる文化背景を持つ人

と仕事することについて，より具体的なイメージを持つことができるでしょう。 

本書は，「仕事」「海」「英語」の 3つをキーワードとして書かれています。言い換えると，英

語を通じて「海」に関わる「仕事」を学ぶことで，目指す目的地がはっきりと見えてくるよう

に工夫されています。 

みなさんが英語という翼を背につけて，大海原を疾走し，夢に向かって空高く舞い上がる姿

を確信しています。 

Hitch your wagon to a star！（汝の馬車を星につなげ） 

そんな思いを込めて，本書はつくられました。  

 

『Navigating English』は，若い学生のみなさんが，海に関わる仕事に興味を持ち，将来的に

は世界の海に関わりながら働くことに意欲が持てることを目的に執筆・編集されました。 

池田が全体構成，海しごと＆海事知識，ダイアログおよびリーディングの部分を担当し，フォ

ーカスする文法／表現については長山が執筆しました。 

本書の出版は，本当に多くの方々に協力を仰ぎながら，支えていただいたおかげで実現しま

した。感謝の気持ちでいっぱいです。 

まず，本書に使われているイラストは，大島商船高等専門学校の前畑航平先生がご多忙の中，

作成・提供してくださいました。 

 

本書の作成にあたり，富山高等専門学校商船学科の卒業生，岡島拓哉さん，無関健一朗さん，

道渕卓弥さん，長田岳人さん，杉江実宝さんにインタビューを実施しました。彼らは多忙な任

務の合間に貴重な休暇を取り，インタビューに協力してくださいました。本書のストーリー構

成や取り扱うトピック・事項は彼らの実際の体験や話をもとにつくられたものです。 

また，富山高等専門学校の教職員のみなさまには，海運業界ステークホルダーの方々へのア

ンケートの実施や多方面への諸連絡など多大なご協力をいただきました。とくに，勝島隆史先

生，経田僚昭先生には，航海・機関など専門分野にわたる知識や情報などに関して貴重なアド

バイスをいただき，かつ丹念な確認作業をしていただきました。 
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最後になりましたが 富山高等専門学校の遠藤真先生には，大学間連携共同教育推進事業「海

事分野における高専・産業界連携による人材育成システムの開発」のひとつのプロジェクトと

して，本書の企画に関わっていただき，教材開発に向けてさまざまなアイディアをいただきま

した。心から深く感謝を申し上げます。 

 

そして，海文堂出版の岩本登志雄氏には本書全般にわたってきめ細かいご配慮をいただきま

した。 

 

『Navigating English』は，このように幅広い分野の方々から支えていただいたおかげで出

版できました。改めて，みなさまに心よりのお礼を申し上げます。 

 

 [もくじ] 

 

はじめに・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 
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21 世紀型海事人材に求められる能力・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6 

本書の構成と利用法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8 

登場人物紹介・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10 

 

Story 1  Types of Ship We Operate・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12 

Story 2 A List of Things to Pack・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 20 

Story 3 Daily Responsibilities and Tasks・・・・・・・・・・・・・・・ 29 

Story 4 You Must Be．．．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  36 

Story 5 Unmanned Engine Room・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  45 

Story 6 Establishing a Good Relationship・・・・・・・・・・・・・・・ 54 

Story 7 Check the Strainer・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 62 

Story 8 Whenever We Have Newcomers・・・・・・・・・・・・・・・・ 71 

Story 9 This Is My First Watch Standing・・・・・・・・・・・・・・・ 80 

Story 10 Charted Course Is 055 Degree・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9l 

Story 11 What Are You Going to Serve？・・・・・・・・・・・・・・・・ 99 

Story 12 I Wish I Could Be Home・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 111 

Story 13 Long Time No See！・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 120 

Story 14 A Logbook Serves as an Important Record・・・・・・・・・・・ 131 

Story 15 Sending a Mayday Signal・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 142 

Story 16 We Are Ready for Unmanned Operation・・・・・・・・・・・・ 150 

Story 17 Welcome Aboard・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 159 

Story 18 I Have Enclosed Our Damage List・・・・・・・・・・・・・・・ 168 

Story 19 How Do You Read Me？・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 179 

Story 20 Let’s Toast！・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 188 

 

練習の解答例／リーディングの訳・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 198 
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⑨「1・2級海技士 はじめての英語指南書」 

 

  [読者への編集幹事からのメッセージ] 

 

本書は，2級および 1級海技士国家試験に出題される英語の問題の内

容を，学習者のみなさんが正しく理解する力をつけて，学生から外航船

員・内航船員へ成長するためのかけはしとなればと思い，制作しました。 

国家試験には，外航船員の業務で使用される書類や国際条約が，多く

出題されています。なかには，授業で取り扱わないような高い専門性が

要求される内容も多くあります。海技士国家試験に合格するには．学校

の授業で学んだそれぞれの知識同士を結びつけて，船舶運航について総

合的に理解する必要があります。それには，単に英文を理解して和訳す

るだけでなく，英語の基礎的な知識や，船舶運航に関する幅広い専門用

語や専門知識を身につける必要があります。そして，船員として安全かつ的確に船舶運航を行

うには，学問としての知識だけではなく，現場ですぐさま応用できる実践的で総合的な知識が

求められています。それには，学校で学んだ知識を基礎にしながらも，現場での経験を通じて

自分のなかに生きた知識を構築する必要があります。本書は，この大きな目標の第一歩として，

学習者のみなさんが自分一人の力でも，英文法や専門用語，専門知識を無理なく正しく理解し，

効果的に力をつけられるように工夫しました。 

 

本書の CHAPTER 1 と 2 では，実際に出題された問題を用いて，英文法や語彙，専門用語の解

説をしました。航海 20問，機関 20問，計 40 間の問題が収められています。難解な専門用語の

意味がスムーズに理解でき，長文読解のコツがわかり，各自で学習を進められるように 3 つの

ステップを用意しました。STEP 1 では，自分で英文の仕組みを考えて，意味のまとまりをつか

んでください。STEP 2 では，語彙の解説を読みながら，STEP 1 で理解した英文の仕組みや意味

のまとまりを確認してください。そして，部分訳や全文訳を書き込んでください。STEP 3 では，

音読しながら，スラッシュや主語・述語動詞を意識してください。読めるようになると，語の

定着も早くなります。学習の進度を確かめるために，各ステップが終了したら，チェックボッ

クスに印をつけてください。Unit 毎に，専門用語の語彙を増やすために単語リストを掲げ，学

習者が意味を書き込むようにしました。また 専門知識を深めるとともに正しく理解するため

に，重要な内容や専門性の高い内容については，Unit の最後に，図解説明を掲載しました。日

本語でしっかり内容を把握すれば，専門知識がわかり，英文を深く理解するのに有効です。 

 

CHAPTER 3 と 4 では，高度な専門性を身につけるために，外航船員の業務で使用される書類

や国際条約から重要な文章を選定し，掲載しました。どちらも CHAPTER 1 と 2 と同様に主語や

述語動詞の区別，スラッシュが記載されています。はじめて見る文書が多いと思いますが，こ

れらをしっかりマスターすれば，これから受験する海技士試験，その後のさまざまな状況のも

とで英語で書かれた文書を理解しなければならないときに，あせることなく品詞，ときにはス

ラッシュを意識し，その文書中のキーワードを調べることで内容が把握できると思います。本

書で学んだ方法がその一助になれば幸いです。そのために，CHAPTER 3 と 4 ではあえて解説や

和訳を付けず，単語の意味の記載も最小限としました。 

 

また航海士・機関士は同じ船で生活を共にし，互いに協力しながら船舶運航に取り組んでい

ます。互いの仕事内容を理解することが，円滑な船舶運航につながります。航海士（航海の勉

強をしている学生）の方は CHAPTER 4 に，機関士（機関の勉強をしている学生）の方は CHAPTER 

3 に，ぜひともチャレンジしてください。各 Unit のタイトルを見て興味のある内容を読んでみ

てください。どちらも同様に品詞の区別・スラッシュが記載されていますので，わからない語

を辞書で調べながら取り組めば，きっと読み進めることができると思います。学習者が，高度

な専門性を要求される英文に挑戦することを期待しています。図解説明があるので，自ら理解

するのに役に立つはずです。 
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また外航船は多国籍の船員で運航されており，船内でスムーズにコミュニケーションをとる

には，正しい英語の発音を身につけることが基本になります。本書に出てくる英文や単語につ

いては，ネイティブスピーカによるリスニング音声を収録し，ホームページに掲載しました

（http://www.kaibundo.jp/sinan.htm）。各自のスマートフォンやタブレット，パソコンにダウ

ンロードし，いつでもどこでも繰り返し聞くことにより，正しい英語の発音が身につけられる

ようにしました。 

 

末筆になりますが，大学間連携共同教育推進事業「海事分野における高専・産業界連携によ

る人材育成システムの開発」のプロジェクトの一環として，本書は制作されました。本書の執

筆・刊行にあたって，国際船員労務協会，一般社団法人日本船長協会，一般社団法人日本船舶

機関士協会から，CHAPTER 3 および 4 の英文の提供などの全面的な支援を受けました。また，

海文堂出版の岩本登志雄氏からは貴重なアドバイスとご助力をいただきました。本書の執筆・

刊行にあたってお世話になったみなさまに，厚くお礼申し上げます。 

 

2 級および 1 級海技士国家試験に挑戦される学習者のみなさんが，本書を十分に活用して英

語の基礎知識や船舶運航の専門知識を身につけ，外航船員・内航船員として活躍されることを

願っています。 
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Q3.教科書の学問分野は商船学科に生じている教材不足を補っ

ていると考えますか？ 

Q4.教科書の内容は学生にとって分り易く解説されていると考

えますか 

Q5.教科書の章立て・解説・例題・演習は学生が自学自習でき

る構成になっていると考えますか？ 

Q6.教科書は該当授業以外の商船学科専門科目の学習に役立つ

と考えますか？ 

Q7.教科書は実験実習や卒業研究における解析や学習に役立つ

と考えますか？ 

Q8.教科書は海技士資格試験の学習に役立つと考えますか？ 

Q9.教科書は海事分野でのコミュニケーション力（英語力等）

向上を目指した学習に役立つと考えますか？ 

Q10.教科書は進学，就職などの進路を考える（キャリアプラ

ンニング）ために役立つと考えますか？ 

1.2級海技士はじめての英語指南書 

とても 

ある程度 

どちらとも 

あまり 

全く 
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⑩「船の電機システムワークブック」 

 

  [読者への編集幹事からのメッセージ] 

 

本書は，マリンエンジニア（機関士，海事関連技術者）を目指す

学生を対象にした教科書「船の電機システム」のワークブックとし

て作成されたものです。また，船舶における電機システムの問題集

はほとんどないことから，この部分に特化して問題が作成されてい

ます。そのため，本書は CHAPTER 2 から始まります。教科書の

CHAPTER 1 は，電気機器の基礎について記述されていますので，問

題を解く際の参考にしてください。各問題は教科書に準拠して掲載

順に出題されており，解答しやすいように工夫されています。船舶

運航に必要な電機システム，電気工学技術について理解を深めても

らうため，また，海技免状の取得を目指してもらうために，精選さ

れた問題だけを本書に掲載しました。 

とくに，海技土国家試験に出題される内容が理解できるように，問題を作成しています。この

ワークブックを活用すれば，初等機関士として最低限必要な電気工学の知識を理解できると考

えています。 

 

本書は，表紙に記したように「ちぎって使える！」をコンセプトに作成されています。各問

題をワークブックから切り離せることが特徴であり，問題をノートに貼って，読者自身が解答

をまとめられるようになっています。問題と解答が見比べやすいように，問題のページと解答

のページは交互に配置されています。解答，解説をアレンジしながら，読者自身が見やすい解

答ノートを作成してほしいと思います。解答は教科書も参考にして，自身で納得のいく，わか

りやすいノートに仕上げてください。 

本書には教科書と同様に，問題文に❶❷❸と記号を付しています。この記号部分が，海技士

国家試験の出題内容です。❶❷に関しては一級，二級海技士（機関）の筆記試験内容，❸に関

しては三級海技士（機関）の口述試験内容になっています。 

教科書には記載されていないが重要となる部分については，教科書補足事項として問題ペー

ジに記載しており，問題を解く際のヒントになっています。また，海技士国家試験には出題さ

れていないが重要な部分については，コラムとして記載しています。この部分についても目を

通してほしいと思います。 

 

現在，大気汚染防止対策として，入港中は船内電源を陸電に切り替えるなどの措置が検討さ

れています。この対策が進むと，陸上の送電電圧（6600V）に合わせるように船舶の高電圧化が

加速され，電気推進船も普及していくと考えられます。今後は，自然エネルギー，再生可能エ

ネルギーによる発電も要求され，さらにパワーエレクトロニクス技術による電動機制御の高精

度化，省エネルギー化，大電力化が期待されています。船舶における電機システムの占める割

合は高くなり，電気工学技術の修得が重要になっていくでしょう。これらのことを念頭に置い

て，教科書とともに本書を活用し，船舶に必要な電気工学知識を理解しておいてほしいと考え

ます。 

執筆者一同，読者のみなさんが海技士国家試験に合格できるように，また，将来は機関士と

して，さらには機関長として活躍してもらえるように，と思いながら，教科書に引き続き本書

を執筆しました。ぜひ，機関長，機関士として乗船し，日本経済を支え，担ってほしいと願っ

ています。飛躍を期待するとともに，本書がその一助になればと考えます。 

 最後になりましたが，出版に際し，多くの方々に支えていただきました。川崎汽船，テラテ

ック，JRCS，寺崎電気産業，全日本船舶職員協会から，貴重な資料，機器の写真などをご提供

いただき，また，各校の教職員のみなさまにご協力いただきました。厚くお礼申し上げます。

刊行に当たり全般にご指導いただきました海文堂出版の岩本登志雄氏に，衷心より感謝申し上

げます。 
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Q3.教科書の学問分野は商船学科に生じている教材不足を補って
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Q4.教科書の内容は学生にとって分り易く解説されていると考え

ますか 

Q5.教科書の章立て・解説・例題・演習は学生が自学自習できる

構成になっていると考えますか？ 

Q6.教科書は該当授業以外の商船学科専門科目の学習に役立つと

考えますか？ 

Q7.教科書は実験実習や卒業研究における解析や学習に役立つと

考えますか？ 

Q8.教科書は海技士資格試験の学習に役立つと考えますか？ 
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船の電機システム(ワークブック） 
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⑪「Let’s Enjoy Maritime English」 

 

 [読者への編集幹事からのメッセージ] 

 

かつて全盛を誇っていた日本人船員も日本の経済発展やグローバル化に

伴いその数を大幅に減らしてきました。これに代わって，フィリピン，イ

ンド，インドネシア，クロアチアなどの外国人船員が日本の外航船社の船

員の大多数を占めるようになりました。 

 

この厳しい状況を打破すべく，我々，商船学科を持つ 5 高専は産学連携

助成事業「ALL SHOSEN 学び改善プロジェクト」「海事人材育成プロジェクト」

を推進し，有能な日本人の外航船員，船舶管理職貝，海外駐在員の育成を

鋭意行ってきました。外航船員には高いコミュニケーション能力が必要とされます。そこでこ

のプロジェクトの一つとして英語力の育成を行っています。まだ 英語を母国語としない人同

士の英語コミュニケーション能力の育成にもカを入れています。 

多くの有能な外航船員を輩出するフィリピンの商船学校 Maritime Academy of Asia and 

the Pacific（MAAP）の全面的協力を得て，商船学科を持つ 5高専で学生向けの「MAAP 海事英

語セミナー」と教員向けの「MAAP 海事英語教授法セミナー」を実施してきました。この度，こ

れらのセミナーの内容を吟味，編集し，本書を出版するに至りました。 

 

本書ではマリタイムカレッジシリーズ『Navigating English』などで基礎的な英語を学んだ学

生が最後の仕上げとして，商船の現場で即時に使える海事英語を学習することを第一の目標と

します。ゲームやロールプレイをふんだんに取り入れ，学生が主体的に楽しく学習できること

を第二の目標とします。英語を母国語としない人たちと英語を用いて円滑なコミュニケーショ

ンを行えるようになることを第三の目標とします。 

今日の円安傾向，経済発展に伴う外国人船員の給料水準の上昇，日本の生活インフラを支える

国家安全保障上の観点などから，日本の外航船社による日本人船員採用の機運が高まっており，

高専の商船学科の学生にとっては就職を勝ち取るチャンスが到来しています。ぜひ，本書を使

って世界水準の海事英語を身につけ，このチャンスを我がものにしてください。 

 

謝 辞 

 

「海事人材育成プロジェクト」の一環として本書を出版することができました。全日本海員組
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⑫「これ一冊で船舶工学入門」 

 

 [読者への編集幹事からのメッセージ] 

 

 地球の表面積の 7 割が海で占められている。陸は 3 割ほどということにな

る。また，陸は７大陸（諸説大陸の数には様々ある）に分割されている。北

アメリカ大陸，南アメリカ大陸，南極大陸，アフリカ大陸，ヨーロッパ大陸，

アジア大陸，オーストラリア大陸である。その大陸の中で全人口の６割を占

めているのがアジア大陸である。近年，アジア圏の国々の経済成長率は高く，

日本の 1～2％と比べ，中国，インド，インドネシア，ベトナムマレーシアな

どは，2017 年の予測値が 5～10％とされている。今後，アジアの新興国における個人所得が拡

大し，中間所得者層と呼ばれる世帯可処分所得 5,000～35,000 ドルの拡大が見込まれている。

まさに今後，世界の経済活動の中核を担うのがアジア圏であるといっても過言ではない状況に

ある。 

 

 現在に至るまで，日本は安い労働者を求め，アジア圏に工場を置き，安い製品を製作し利益

を上げてきた。しかし今後，このアジア圏は，日本にとって工場ではなく，市場として生まれ

変わろうとしているのである。 

 

 現在の日本経済は，高齢化社会となり医療費や年金などの社会保障費が増大し，労働者数の

減少傾向が続いている。消費をする人口の減少も今後予想される。日本国内だけを観ると日本

の経済は上昇していくとは考えられない。 

 

 日本は資源のない国である。日本は，資源を輸入し，国内で高品質の製品を生産，その製品

を輸出することで経済成長を成し遂げてきた国である。日本は製品を主に欧米向けに輸出して

きた。1990 年代においては，日本からの世界総輸出額のうち約 30％がアメリカ向けであった。

しかし，2000 年になりアメリカ向けは 30％を切り，2010 年代においては約 15％と落ち込んで

きているのである。これに対し，中国，韓国，香港，シンガポール向けの総輸出額は，1990 年

代においては約 20％，2000 年代に 30％を超え，2010 年代では約 40％となってきている。 

 

 これからの時代日本は，アジア圏各国を相手に商売をしていかなければならない。それが日

本経済を支えることになるであろう。 

 

 この様な状況下で，今後の日本の海運はどうなるのだろうか。日本は，資源・原料・燃料を

輸入し，アジア圏に対して日本製品の輸出拡大を計って行くことになるだろう。輸送手段は，

やはり船となる。いや船しか考えられない。一度に多量に安く運ぶ輸送手段は船舶以外にない

からである。日本の海運界は，この地域と日本の経済活動に多大に貢献していくはずである。 

 

しかしながら，海運界には懸念がある。それは船を運航する船員の問題である。外航船の日

本人船員の数は，1974 年に約 57,000 人だったのに対して，2003 年には約 3,300 人と減少傾向

にある。これは 1974 年のニクソンショック，85 年のプラザ合意，そして急激な円高ドル安の

進行により，外航海運各社は国際競争力を保持するために，日本籍船は外国籍船へと替え，日

本人船員は安価な外国人船員に置き替えてきたのである。今や 2000 隻といわれる日本商船隊の

約 95％は外国船籍となり，約 4万人いる乗組員の約 95％が外国人である。国際情勢（戦争など）

や経済動向が変化した場合，この外国籍船や外国人船員が日本の製品を運んでくれるのであろ

うか。日本の海運は，安全且つ安定的に継続可能だろうか。日本のライフラインを外国人に任

せておいて良いのだろうか。また，近年海運各社は，優秀な外国人船員の他社への流出を防ぐ

ために，高い給与を支払って外国人船員の雇い入れしている状況にある。では，内航船員はど

うだろうか。団塊の世代といわれる船員が海運会社を退職し，海運会社では船員不足に頭を悩

ませている状況にある。運ぶ貨物はあるが明らかに運航要員が足りないのである。 
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今後優秀な日本人船員が必要であり，増員することが将来の日本経済に寄与するのではない

だろうか。これからの時代，商船高専を卒業した優秀な若手船員が活躍できる場が外航及び内

航共に広がって行くのではないだろうか。 

 

商船高専は日本に５校ある。商船高専の商船学科は，日本において一番若い年齢で三級海技

士が取得できる教育機関である。商船高専は，毎年優秀な海技士を海運界（外航・内航）に送

り込んでいる。これからも優秀な船員養成を心掛けて教育指導を行っていく。入学志願者数は，

現在増加傾向にある。この傾向は，各商船高専が中学生に対して，オープンキャンパス，出前

授業，多種イベントを通して海上職に対する PR 活動，キャリア教育等を行ってきた結果であり，

加えて，日本船主協会の協力の元に「商船系高専 5校合同進学ガイダンス」を全国的に実施し，

中学生やその保護者に海上職（船員）への理解と PR を行ってきたことが大きな要因であると考

える。 

 

本書は，5 商船高専の教員 7 名で執筆した。これまでの商船高専の教科書は商船系大学の先

生が執筆した教科書を使用することが多かった。しかしながら，大学の先生が執筆した図書は

理論に対する証明が多く，商船高専の学生にとって難解なものになりつつある。特に本書のよ

うな船舶工学に関する図書は，造船系大学の先生が執筆したものもあり，商船高専の学生向け

の教科書としては，適書とはいえない。船舶工学という科目は，航海系及び機関系の学生が必

修科目として学ぶものである。航海系及び機関系の共通の専門科目である。加えて，造船技術

者においても船舶工学の内容は大学等で学ぶものであり，乗り手及び造り手共通の専門科目と

もいえる。船舶工学は，船に係る技術者・運航者の共通の専門科目なのである。本書は，船に

係る技術者達を繋ぐ図書として，商船学科の学生が自学自習でき，分かりやすい教科書を目指

して執筆を行った。 

 

本書の構成は CHAPTER１～9である。CHAPTER１は，「船の基礎知識」として海技士として知っ

ておかなければならない知識を取り上げている。CHAPTER2 は，「船の歴史」を取り上げ，船の

起源から現代の船への進化を取り上げている。CHAPTER3 は，船舶工学を学ぶ上で必要な「船を

学ぶための工学基礎」として数学・物理に関する基礎を取り上げている。数学や力学系の基礎

を学びたい学生は，この章をしっかり学習して欲しい。CHAPTER4 は，「船舶算法」を取り上げ

た。上級の海技試験合格を目指す学生は，この章をしっかり学習して欲しい。CHAPTER5～7 は，

「船の抵抗」，「船の推進」，「船の構造・強度」を取り上げた。この章の内容は，造船系技術者

が詳しく学ぶ範囲でもあり，造船系と商船系の共通の基礎知識として理解に努めて欲しい。

CHAPTER8 は，参考資料を掲載し，CHAPTER9 は，各 CHAPTER における練習問題の解答とした。 

 

今後，商船高専の教員各位が協力し，マリタイムカレッジシリーズとして商船高専レベルの

教科書を海文堂出版から発行していきたいと考えている。本書が，船員を目指す商船高専の学

生が自学自習し，優秀な海技技術者となる助けになれば幸いである。 

 

 

 最後に，出版に際して，多くの同志に支えていただいた。特に，本書の CHAPTER2 を執筆して

いただいた国立富山高等専門学校名誉教授の遠藤真先生には，全般にわたってご指摘ご指導を

頂き深く感謝申し上げる。また，同じく全般にわたってご指導いただいた海文堂出版編集部の

岩本登志雄氏に深く感謝申し上げる。 
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[もくじ] 

 

 

章 節 題目 頁数 
執筆者 

○：主担当 

まえがき 2 ○弓削：湯田 

1 

船の基礎知識 

22 ○鳥羽：鎌田 

1 船・海運の役割と特徴 

2 船の分類 

3 船の主要目と基本用語 

4 船に関わる法規 

練習問題 

2 

船の歴史 

17 ○富山：遠藤 

1 船の始まり 

2 帆船の誕生と進化 

3 大航海時代 

4 高速帆船の活躍と終焉 

3 汽船の誕生と進歩 

4 安全な航海を目指して 

練習問題 

3 

船を学ぶための工学基礎 

49 ○富山：向瀬 

1 数学基礎 

2 力学基礎 

3 材料力学基礎 

4 流体力学基礎 

練習問題 

4 

船舶算法と復原力 

59 
○大島：岩崎 

  富山：向瀬 

1 船体の形状 

2 排水量等計算 

3 重心移動 

4 復原力 

5 重心移動による横傾斜(ﾋｰﾙ) 

6 重心移動による縦傾斜(ﾄﾘﾑ) 

7 船舶運航・管理でよく使う船舶算法公式と例題 

練習問題 

5 

船の抵抗 

26 ○弓削：湯田 

1 抵抗 

2 抵抗の概要と模型船試験の相似則 

3 抵抗成分の構成 

4 抵抗及び有効馬力の推定 

練習問題 

6 
船の推進 

34 ○大島：木村 

1 船の推進方法 



56 

 

2 船の出力と効率 

3 ｽｸﾘｭｰﾌﾟﾛﾍﾟﾗ，単独効率とｷｬﾋﾞﾃｰｼｮﾝ 

4 推進効率と自航要素 

5 ﾌﾟﾛﾍﾟﾗ主要目の推定 

練習問題 

7 

船の構造と強度 

25 
○広島：木下 

  富山：向瀬 

1 船体材料 

2 船体強度 

3 船体構造 

4 船体構造図の見方 

練習問題 

8 

参考資料 

13 ○富山：遠藤 

  弓削：湯田 
1 抵抗図表 

2 ﾌﾟﾛﾍﾟﾗ設計図表 

3 記号と略語 

4 SI単位系と工学単位系 

9 練習問題解答 12 各章執筆担当者 

まえがき～CHAPTER9までの 総頁数= 259  

 

[執筆者一覧等] 
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目次,その他,全体について ○湯田教授，向瀬准教授，鎌田准教授，遠藤名誉教授 

まえがき 湯田教授 

CH1 鎌田准教授 

CH2 遠藤名誉教授 

CH3 向瀬准教授 

CH4 ○岩崎教授，向瀬准教授 

CH5 ○湯田教授 

CH6 ○木村准教授，遠藤名誉教授 

CH7 ○木下助教，向瀬准教授 

CH8参考資料 ○遠藤名誉教授，湯田教授，向瀬准教授 

CH9練習問題解答 
○遠藤名誉教授，鎌田准教授，向瀬准教授，岩崎教授， 

湯田教授，木村准教授，木下助教 
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以下の３冊については，平成２８年度以降，刊行予定の教科書である。 

 

 

⑬ 「初めての船しごと」 

 

           ［教科書の概要］ 

             

            これまでの教科書等にはなかった写真を多用し，動作等の説明も 

            分りやすく，学生の自学を手助けし，また教員の指導書としても 

            利用できるよう心がけられている。 

 

            

            刊行予定年月  平成２９年４月 

               

              

          

 

 ［執筆者一覧等］ 

 

千葉 元  富山高等専門学校 

河村 義顕 広島商船高等専門学校   

二村 彰  弓削商船高等専門学校   

久保田 崇 大島商船高等専門学校   

境 善行  鳥羽商船高等専門学校    

鎌田 功一 鳥羽商船高等専門学校            

石田 邦光 鳥羽商船高等専門学校            

 

 

⑭ 「航海当直ハンドブック」 

 

           ［教科書の概要］ 

  

            校内練習船・大型練習船での船橋当直や新米三等航海士の航海当直 

  における指南書として，現場での利用を想定して出港から入港まで 

  を分りやすく解説している。 

 

 

            刊行予定年月  平成２９年 7月 

 

 

 

［執筆者一覧等］ 

 

堀 晶彦    海技大学校 

橋本 心太郎  富山高等専門学校 

清田 耕司   広島商船高等専門学校 

児玉 敬一   弓削商船高等専門学校 

久保田 崇   大島商船高等専門学校 

濱地 義法   鳥羽商船高等専門学校 

石田 邦光   鳥羽商船高等専門学校 
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⑮「船用ディーゼル推進プラント工学入門」 

 

           ［教科書の概要］ 

 

            世界の貿易輸送量のほとんどを占める海上輸送においては，船舶推 

進用及び発電用原動機として，ディーゼル機関の使用が大勢を占め 

ている。本書では，船舶推進用ディーゼル機関を対象に，推進装置 

（プロペラ及び軸系）を含んだプラントシステムについて解説し， 

体系的に理解できるように構成し，初学者にもわかりやすい入門書 

になっている。 

 

 

刊行予定年月  平成２９年９月 

 

 

 

［執筆者一覧等］ 

 

 

山田 圭祐   富山高等専門学校 

今井 康之   鳥羽商船高等専門学校 

濵田 朋起   広島商船高等専門学校 

松永 直也   弓削商船高等専門学校 

山口 伸弥   大島商船高等専門学校 

川原 秀夫   大島商船高等専門学校 
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６．教科書の電子化とダウンロード 

 海事教育においての航海実習等は、机上の学習ばかりでなく、フィールドや現場

での実技授業の機会が多い。これらの航海実習等における教科書等の合理的な持ち

込み活用、教室における教科学習との連携の不足が指摘されている。そこで、5 高

専・教員、出版社の協力を得て、開発した教科書等の電子化をこのプロジェクトに

て 7冊分行った。 

その電子化は、それぞれ教科書の刊行時のタイミングで実施化するのが良い。た

だし、図のように電子化された書籍を読むマシンのＯＳによってそれぞれのビュア

ーソフトが必要で、そのソフトの求める書式に電子化する必要がある。つまり、考

えている 3 タイプのＯＳごと 1)に電子化費用が発生するため、3 倍の費用が必要と

なったが、学生が必ず持っているスマホをはじめ、タブレット、Windows1）マシン

いずれにもダウンロードでき、汎用性をもたせるためにはそれがかかせなかった。 

また、次の手順で電子書籍データを学生に配布している。 

①図のように電子書籍化データ専用のサーバを各高専に置き、書籍データを管理し

ている。 

②各ハード（ノート、タブレット、スマートフォン）に、まずアクティブックとい

うビュワーを導入（このビュワーはフリー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                             
1) ActyBook が Windows については Windows8.1 のみ。他 IOS, Android について制限なし。 
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③紙ベースの教科書を購入した学生に対してのみ、このサーバの Wi-Fi アクセスを

許可し、電子書籍データをダウンロードさせる。 

 

このプロジェクトで開発した教科書はマリタイムカレッジシリーズとして刊行

した。その一部を電子書籍化したが、なかでも特筆される１冊を紹介する。教科書

「船舶の管理と運用」はサブプロジェクト１とのタイアップで，すべて英訳化した。

これを活用し、図のように左は日本語表記、右は英語表記と同ページに並列表記し

て電子化した。海事用語の英語表記を学ぶにはぴったりで、今後の教材電子化のモ

デルケースとなった。さらに、紙ベースでは図、写真のカラー化は本の価格をぐん

と押し上げるため白黒化して刊行せざるを得ない。しかし、電子書籍版では、同価

格でカラーデータのまま電子化できる。今後、授業で用いる場合はカラー教材とし

ての活用効果が期待できる。 
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７．電子教材の活用方法と活用事例 

 

 

電子化教材を教師がタブ

レットにダウンロードし、授

業を受ける学生もおのおの

タブレットやスマホにダウ

ンロードしていることを想

定する。 

 

 

図のように教師がタブレ

ットを持ち歩き、教室の前面

スクリーンにその画面が映し出される。学生はそれを見ながら、自分の端末のペー

ジをスワイプして同期させる。教師は教室を歩き回りながら、実技指導も行う。そ

んな授業に欠かせないのは、教師タブレットとプロジェクタのワイヤレス接続であ

る。こういったインフラを整えて、電子書籍を用いた授業が行える。次の写真は、

練習船の教室にて行われた授業風景のスナップである。 
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教師・学生の各タブレットには、電子教材がまえもってダウンロードされている。

そうして、教師自身のタブレット画面が、ワイヤレスでスクリーンに同期され映し

出されており、各受講学生に説明しながら教材写真を確認（学生のタブレットは自

身で拡大等自由にできる）させている風景である。このように、実習現場に教科書

を持ち込まなくても授業が遂行できる。 
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８．５年間で得られた成果 

 

 

日本の海事教育においては，教科書等の教材不足が課題となっており、特に 15 歳 

から 20 歳の高専・商船学科学生に適合した教材の不足が強く指摘されている。そ

こで、本サブプロジェクトでは、新たな海事技術者に不可欠な知識・技能として求

められている船舶の機関・操船等に関する基礎的な知識・技能を、15 歳から 20 歳

の高専・商船学科の学生に確実に教授するために必要な教材の開発を行い、「マリ

タイムカレッジシリーズ」として英語をはじめとする共通科目、電気、力学、船舶

工学などの専門科目の教科書あわせて 9冊もの刊行を果たした。 

 また、海事教育においての航海実習等は、机上の学習ばかりでなく、フィールド

や現場での実技授業の機会が多い。これらの航海実習等における教科書等の合理的

な持ち込み活用、教室における教科学習との連携の不足が指摘されている。そこで、

5 高専・教員、出版社の協力を得て、開発した教科書等の電子化をこのプロジェク

トにて 7冊分行った。 

 

 

 

これら教材開発に加わった 5高専の教員らの念頭にあったのは、商船学科学生の

海技試験合格者数のアップであり、ひいては海上職就職率を高めることにあった。 

図は平成 22 年秋から 28 年秋までの 5高専の２級海技士、１級海技士筆記試験合

格者数の推移を示している。本プロジェクトの申請書を書いていた平成 23 年では 2

級で 24 名、1 級で 9 名であったものが、この 28 年秋には合格者は 50 名、19 名と

倍増している。5年半の高専生活で危惧されるのが、2,3 学年次の「中だるみ」。こ

れを払しょくさせ、夢に向かって背中を押すのが海技試験へのチャレンジである。

高専教員らが開発した教科書は，この海技試験を念頭に置き執筆し、その気持ちが

学生にも伝わった。 
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次の図は最近の海上就職率の推移 2)である。海上就職率とは卒業者から進学した

学生を除き、それを分母に海上就職者の割合を求めたものである。（商船系大学に 

おいては、乗船実習科に進んだ学生を分母に割り出している。）これによると、商

船系 5高専の海上就職率は 6、7割であり、総務省による平成 27 年度政策評価でも

指摘事項にされている。それが、26,27,28 年度にかけ改善し、商船系高専の海上就

職率は 7～8 割に届くまでになった。この改善は本プロジェクトだけの成果とは言

えないにしても、同指摘に呼応しようとする商船系高専全体の取り組みを活性化し

たことには間違いない。そうだからこそ、最近 5年間で 9冊の教科書が刊行できた

といっても過言ではない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
i 
                             
i 2）平成２６年までは，国土交通省（www.mlit.go.jp/report/press）より。 

  平成２７年，２８年は５商船学科の独自調査。  
    

http://www.mlit.go.jp/report/press
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